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京都大学大学院文学研究科西洋史学専修の古代史分野のささやかな研究出動部行である本IU.~ も、ょう
やく第 5~J・を発行するところまできました。これまで毎年 3JJ に発行しておりましたが、今Pí/ より 1:/HlliJ
IWが悦雑しなしリOFJに発行することにいたしました。
さて、編集rがリーダーを務めるCOEプログラム所属の小研究会は、イヰ{I::3 Jjに1"1際シンポジウム
をIJ可能しましたが、その}，'i';1- で、 flH止されたヴェルナー・エック教授のご講演を、 11'i 1;~'~ シンポジウム成
~~ý~11 行古:から円以康キ氏による H 本 i;fii沢の }J だけを、イ本￡吋li.誌:
教J筏受の半紅料f日{介をカか、ねて、編集 fがごII梓?iifに市せて{'，:1:思いつくことを述べさせていただいておりますr
ご検討いただければ苧し、です。

フォーラムjのコーナーでは、ローマ'訂政)1)Jの社会史を本来の'.lll"Jとする佐腎光'1'(氏が、映jilljの
IJIに掛かれたローマ1、j'J;1可を、 l均述11;:物の軒{介を通じて検IHしています。ローマ'訂11<1やローマI;17i7は!伝
!と以外でもさまざまな次点で、取り/--げられてきました。ごく品近でも、イギリスのガーデイアン紙が

「グラデイエータ-Jのiifi守1)ドリー・スコット氏をアメリカ'ililEJ主義とのi勾述で性格付けられるかti日
題にしておりますし (CωrdianWeekly， June 10-16，20(5)、11イえのある政治家のけから、 (i1、1/の政治手
法を批判する例えとして、「処刑人と猛獣をi段わせてもてあそんだローマ417i?を思し、1'"すJなる発 1î-ñ~ 
飛び11¥したばかりです。ローマ!とを i引にそのもののiiJj=究としてだけでなく、近現代のローマ'I'ri1 Jijやロ
ーマ l註'舟の解釈やイメージをも絡めて考えることの重要性は、近年とくに強く訴えられていることで

すが、こうした映像を祝野に入れると、ローマ史の!よさ、 rfriI'jさ、そして深刻さを改めて感じること
ができそうです。 古:;j'leは力作を 3点掲載できました。うち l点は、 ドイツ、ハイデルベルク )(7:のjli
代史ゼミナールのスタッフからアメ 1)カ合衆国に移り、現主ノースカロライナ大学の Iliyll学科の助教

授を務めているリース博 1:に寄稿していただきました。前号と今号はドイツの研究J?の寄稿を指紋し
ておりますが、これは編集fの現在の研究が、ローマン・ブリテンを研究していた頃と児なって、位
心をドイツに移動させ、 ドイツの大学のスタッフとの研究交流を進めていることに関係してし、ます、

ただ、イギリスの研究者との交流も今後とも大切にしてゆくつもりです。来年度は出典学とfや下:に関
する京大文学研究科COEt.m~のシンポジウムをケンブリッジ大学で開催しようと、現在編集 rは )I:)J
ながら常備に追われているところです。(昨日111'，弘む)
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